
保
全
セ
ン
タ
ー

の
人
の
動
き

全
国
に
分
布
す
る
多
年
草
。

低
地
の
道
路
沿
い
で
草
丈
の
低

い
草
む
ら
な
ど
に
生
育
し
て
い

る
。

茎
は
地
を
這
い
三
〇
㎝
ほ

ど
立
ち
上
が
り
、

春
に
一
～

二

㎝
ほ
ど
の
黄
色
い
花
を
多
数
つ

け
る
。

花
の
後
に
二
～

三
㎝
の

さ
や
状
の
実
を
つ
け
る
。

花
期
二
～

五
月

ミヤコグサ

☆
三
月
三
一
日
付
け

○
退
職

須
本
節
夫

（
普
及
教
育
・
森

林
空
間
利
用
専
門
官

）

☆
四
月
一
日
付
け
転
入

○
自
然
遺
産
保
全
調
整
官

樋
口

浩

（
環
境
省
那
覇
自

然
環
境
事
務
所

)

○
森
林
生
態
系
保
護
専
門
官

江
口
賴
雄

（
佐
賀
署
森
林

官

）

○
普
及
教
育
・
森
林
空
間
利
用

専
門
官

小
薄
政
弘

(

鹿
児

島
署
係
長

)

○
庶
務
主
任
官

日
比
野
誠
也

（
屋
久
島
署

）

○
治
山
第
一
係
長

松
永
和
久

(

鹿
児
島
署
係
長

)

☆
四
月
一
日
付
け
転
出

○
九
州
局
計
画
部
国
有
林
野
管

理
課
長

濱
田
秀
一
郎

（
自
然
遺
産
保
全
調
整
官

）

○
九
州
局
森
林
整
備
部
治
山
課

田
上

誠
（
治
山
第
一
係
長

）

○
鹿
児
島
森
林
管
理
署
治
山
課

治
山
第
二
係
長

西
山
太
英

○
屋
久
島
森
林
管
理
署
宮
之
浦

森
林
事
務
所

樋
口
真
士

○
四
国
森
林
管
理
局
安
芸
森
林

管
理
署
経
営
係
長

濱
口
修
次

(

森
林
生
態
系
保

護
専
門
官

）

に
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、

シ
カ
の

行
動
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
な
が

ら
効
率
的
・
効
果
的
な
捕
獲
に

取
り
組
ん
で
行
く
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。

年
度
の
モ
ニ
タ
ー

を
次
の
と
お

り
募
集
し
て
い
ま
す
。

【

依
頼
期
間
】

平
成
二
三
年
五

月
～

平
成
二
四
年
三
月
三
一
日

【

依
頼
内
容
】

・
森
林
・
林
業
、

国
有
林
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
へ
の
回
答

・
森
林
・
林
業
、

国
有
林
に
関

す
る
ご
意
見
や
ご
提
言
な
ど
の

報
告
、

弊
局
広
報
紙
へ
の
投
稿

・
国
有
林
モ
ニ
タ
ー

会
議
へ
の

出
席
（

年
一
～

二
回
程
度
、

希

望
者
の
み
）

※
詳
細
は
署
・
セ
ン
タ
ー

ま
で

お
問
い
合
わ
せ
願
い
ま
す
。

（マメ科）

屋久島の植物

屋久島生態系モニタリング

屋
久
島
森
林
管
理
署
で
は
地

域
と
連
携
し
た
ヤ
ク
シ
カ
対
策

に
取
り
組
ん
で
お
り
、

二
二
年

度
か
ら
は
、

町
や
猟
友
会
と
の

協

定

に

よ

る

取

り

組

み

の

他

に
、

愛
子
岳
周
辺
で
の
シ
カ
対

策
と
し
て
、

関
係
行
政
と
地
元

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
研
究
者
と
も

連
携
し
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
進

め
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、

町
営
牧
場
周
囲
の

国
有
林
と
隣
接
す
る
区
域
に
シ

カ
を
誘
導
し
な
が
ら
捕
獲
す
る

た
め
の
柵
を
設
置
し
た
と
こ
ろ

で
す
。

今
後
は
、

シ
カ
柵
の
出
入
口

愛

子

岳

周

辺

に

お

け

る

シ

カ

対

策

屋久島南部の植生垂直分布調査
（平成２０年度調査）

標高5ｍﾌﾟﾛｯﾄ（田代ヶ浜風景林〔海岸林〕）の植生

標高5mﾌﾟﾛｯﾄは、田代海岸に隣接する広葉樹二次林内に設
定した。付近は海岸平坦地であり、付近の森林内には炭焼き
跡や石垣で囲まれた宅地跡などが見られる。平均傾斜は
１°、斜面方位は東向き。
［高木層］ﾌｶﾉｷ･ﾔﾏﾓﾓ･ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅ･ﾀﾌﾞﾉｷが多く生育し、ﾔﾌﾞﾂﾊﾞ
ｷ･ﾊｾﾞﾉｷなどが混交する。他の地域の林分では亜高木層・低
木層にしか出現しないｼｬﾘﾝﾊﾞｲ･ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅなどが高木層にも出
現している。
［亜高木層］ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅが優占し、ﾔﾌﾞﾂﾊﾞｷ･ｸﾛｷ･ｼｮｳﾍﾞﾝﾉｷ･ﾊﾞﾘ
ﾊﾞﾘﾉｷ･ﾋﾒﾕｽﾞﾘﾊ･ｸﾛｶﾞﾈﾓﾁ･ﾊｾﾞﾉｷ等が混交する。なお、5年前と
比較し、数本のｱｶﾒｶﾞｼﾜが被圧枯死により消滅した。
［低木層］ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅが圧倒的に多く、ﾔﾌﾞﾆｯｹｲ･ｸﾛｷ･ﾔﾏﾓｶﾞｼ･ﾎﾞ
ﾁｮｳｼﾞ･ｸﾁﾅｼ･ﾔﾏﾓﾓ･ﾊﾞﾘﾊﾞﾘﾉｷ･ﾀｼﾛﾙﾘﾐﾉｷなどが混生する。
［草本層］ｱｵﾉｸﾏﾀｹﾗﾝが全体的に出現し、ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅ･ﾔﾏﾓﾓ･ﾔﾌﾞ
ﾆｯｹｲの稚樹が多い。また、ﾎｿﾊﾞｶﾅﾜﾗﾋﾞも比較的多く出現して
いる。なお、5年前に生育していたﾏﾃﾊﾞｼｲの稚樹は、全てが
被圧枯死により消滅していた。
［群集および特徴的な出現樹種］ﾌｶﾉｷ-ﾓｸﾀﾁﾊﾞﾅ群集。亜熱帯
性のﾌｶﾉｷ･ﾀｼﾛﾙﾘﾐﾉｷ･ﾎﾞﾁｮｳｼﾞなどがある。
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見
交
換
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
通
じ
参
加
者

か
ら
は
、
「

捕
獲
を
始
め
る
重

要
性
が
分
か
っ

た
」
、
「

今
後

の
取
組
方
針
の
あ
り
方
が
参
考

に

な
っ

た
」

と

の

意

見

が

あ

り
、

シ
カ
問
題
へ
の
取
組
に
つ

い
て
一
定
の
理
解
が
な
さ
れ
た

と
こ
ろ
で
す
。

今
後
も
、

地
元
関
係
機
関
が

連
携
し
な
が
ら
、

情
報
の
共
有

及
び
提
供
を
行
い
、

シ
カ
対
策

の
取
組
の
醸
成
を
図
り
ま
す
。

林
野
庁
で
は
、

皆
様
に
国
有

林
の
役
割
や
現
状
と
い
っ

た
情

報

を

お

知

ら

せ

す

る

と

と

も

に
、

国
有
林
を
よ
り
「

国
民
の

森
林
」

と
し
て
管
理
経
営
し
て

い
く
た
め
、

森
林
・
林
業
や
国

有
林
に
興
味
を
持
た
れ
る
一
般

の
方
々
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ

く
「

国
有
林
モ
ニ
タ
ー
」

制
度

を
実
施
し
て
お
り
、

平
成
二
三

国
有
林
モ
ニ
タ
ー

の
募
集

屋

久

島

世

界

遺

産

の

危

機

と

保

全

屋

久

島

森

林

環

境

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

屋
久
島
世
界
遺
産
地
域
等
に

お
い
て
、

ヤ
ク
シ
カ
の
過
剰
な

採
食
圧
に
よ
り
、

貴
重
な
生
態

系
や
生
物
多
様
性
は
深
刻
な
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。

こ

の

こ

と

か

ら
、

三

月

六

日
、

ヤ
ク
シ
カ
に
よ
る
被
害
の

現
状
と
共
存
を
考
え
る
、

屋
久

島
森
林
環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を

開
催
し
ま
し
た
。

屋
久
島
の
生
態
系
・
生
物
多

様
性
を
維
持
・
回
復
し
、

農
林

業
被
害
を
軽
減
す
る
た
め
に
は

保
護
柵
の
設
置
等
に
加
え
、

捕

獲
に
よ
る
頭
数
調
整
が
必
須
の

状
況
と
な
っ

て
お
り
、

そ
の
方

策
に
つ
い
て
議
論
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、

本
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、

ヤ
ク
シ
カ

今
後
の
対
応

方
策
を
進
め

る
に
あ
た
り

パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ

シ
ョ

ン
で
議
論
し

た
と
こ
ろ
で

す
。

ま
た
、

一
般
の
参
加

者
に
も
事
前

に
こ
の
問
題

に
対
し
意
見

を
求
め
、

パ

ネ
ラ
ー

か
ら

回
答
す
る
な

ど
活
発
な
意

が
世
界
自
然
遺
産
地
域
等
に
与

え
て
い
る
影
響
に
つ
い
て
、

各

関
係
機
関
に
よ
る
シ
カ
対
策
の

ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝの様子

誘導柵の設置状況
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